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平凡な努力を継続することの非凡さについて — 緒言にかえて

2022年 2月 20日
特定非営利活動法人 TECUM 理事長

長岡 亮介

「ちょっと変わっている」ことは、小学校や社会人の世界では、からかいやいじ
めのの対象になることがありがちであるそうですが、多くの他人と同じであるこ
とは、数学では、平凡とか凡庸といわれるべきことでそれ自身は褒められるべき
ではないと思います。平均に近いことも同様です。
最近、私自身は、The Good Doctor という US の TV 映画番組にはまっていま
す。これは、自閉症、あるいはサバン (Savant[仏] 知識人)症候群と呼ばれる人が
外科医として異様な大活躍をするという話です。この手のものとしては、ダスティ
ン・ホフマン演ずる映画「レインマン Rain Man」が特に有名ですが、このような
「変わった人々」が小説などの題材に取り上げられやすいのは、普段は変人を

なじ
詰る

だけの平凡な人でも容易に分かる《身近に見える奇跡》であるからでしょう。
このような奇跡を前に対して凡庸な自分の姿を同じく凡庸な仲間とともに謙虚
に反省すると同時に、自分達凡庸の人間には「自分達と違った人々」としか映ら
ない人に対してつねに新鮮な敬意をもってを接することは、凡庸な人間にとって
もっとも基本的な義務でしょう。
しかし、このような平凡な努力をつねに維持し、継続することは案外平凡では
ないのではないか、と思うことがあります。凡庸な教師が自分が「指導」する生
徒を真に尊重しないことが多いのが、その理由です。
私達は、平凡な努力を日々継続的に発展させる非凡さを数学的な共感の団結を
通して目指してまいりましょう。
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